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実際には、 「学制」 から七年を経た一八七九 （明治十二） 年 「音楽













れ、一八七〇（明治三）年太政管内 雅楽局が置かれた。その後改称した式部寮雅楽課 （一八七一年官制改革） は、一八七四 （明治七）年からは西洋の管弦楽も兼修することになった（西洋音楽伝習通達 。そして「音楽取調掛」が創設されたが、この頃はすでに洋楽演奏が恒常化 いた。はじめに「音楽取調掛」 目指した和洋折衷の唱歌教育も 洋楽色が濃くなり、やがては一九一〇（明治四十三）年五月「文部省唱歌」 （尋常小学唱歌）が発刊されるに至っている。
こうした音楽教育の発展期に、下田歌子は「菅公唱歌」 ・ 「晩
秋」 ・ 「臥龍岡」 ・ 「征露の歌
（三曲）
」など多くの唱歌を自身で作詞
しているが、このことは従来あまり知ら ていない その作曲者の多くが、雅楽局の「伶人」であったこと 、下田の他ならぬ宮中出仕の経験と人脈が活かされた結果として再評価すべきで ないか。実践女子専門学校・実践高等女学校・実践第二高等女学校
3
の『唱歌帳』も残されており、本学の唱歌教育がいかなる水準にあったのかを窺うことができる。また、 こうした音楽教育は広く、身体づくり 体育教育と深く結びつきながら発展 ていくことになり、近代女子教育の一つの特徴ともなっていくのである。
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西欧化を目指す明治政府は、特にその初期において、多くの外
国人を日本に招聘したことで知られている。いわゆる「御雇外国人」 といわれる人々である。そのピークは一八七四・七五 （明治七・八） 年で、五百人を優に超えていた。
一方で、西欧文明全体 極めて短期間に貪欲に受容し、導入せ
しめようとした政府は、後述する伊澤修二のように多く 日本人を留学させてもい 。しかし、この御雇外国人を最も多く雇用したのが、時の文部省と工部省であったことから、緊急に国内に西欧の学術知識や技術を導入する必要があった 判断される。これに連動して、民間でも外国人を採用 一八七四（明治七）年には百人余りであったが、その後積極的に迎え入れた結果、明治二十（一八八七～
  ）年代には五百人を超えている。このことは、
各分野において優良な先端技術と知識 という目的意識の高さを如実に示しているのだ 実際彼らがもたら た文化や技術は、結果として日本の西欧化・近代化を急速にお 進め 新たな近代化の道を定着させた である。
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よる 「教育令」 が制定される。そしてこの公布の同年十月に 「音楽取調掛」 が設置されることになったのである。
伊澤は、一八七八 （明治十一） 年五月に帰国し、明くる年 「音楽











































当てはめる実験の後、明治十年代の初めには七五調の定型が固まったといわれる。明治初期の女子教育は、外国人宣教師が創設に関わ 学校も含めて私立学校がその多くを担っていた。前述したとおり「音楽取調掛」が一八七九（明治十二）年に発足し、翌一八八〇（明治十三）年には伝習所を開設して 員の育成を開始、さらに一 八一（明治十四）年には「螢の光」を含む最初の唱歌教科書『小学唱歌集』も刊行されて、授業での唱歌教育 実践していた。
下田歌子は「音楽取調掛」が発足した一八七九（明治十二）年に
宮中奉侍を辞任、一八 〇（明治十三）年の「改正教育令」公布、一八八二（明治十五）年初の高等女学校である東京女子師範学校附属高等女学校設置の頃には、下田学校、桃夭 とすでに女子教育の現場に身を置 ていたことになる。
下田は、一八八四（明治十七）年夫下田猛雄と死別の後、そ




























































































































































































































































































• 手芸科学 課程表 「音楽」
 
なし


































































































という「音楽」科目もあったことを忘れてはならない。今田絵里香は、一九三〇年代の少女雑誌や小説に音楽家（芸術家）になることが女子の「成功」 （立身出世）を獲得する道として現われてくる を指摘している。また土田陽子は、音楽教育の目的が一九二〇年代と一九三〇年代では異なっている して、 「一九二〇年代は女学生個人の情操教育を目的としていたが 一九三〇年代になると未来の主婦・母 の役割の一つとし 身 つけ おくべきもの され ようになった。 」と述べるが、右のカリキュラムからはそのような時代を見据え実生活と目的に応じ 女子教育
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年、式部寮雅楽課伶人東儀季煕の譜が付けられて歌われ、これが最初の校歌といわれている） 。さらに皇后は、一八八七（明治二十） 三月華族女学校に 「金剛石
 
水は器」 の七五調の長歌を下
賜され、作曲者は、奥好義（一八八六・明治十九年～一九〇三・明治三十六年まで華族女学校教授） 、編曲者は松島彜 （ 一二大正元年～一九四六・昭和二十一年まで女子学習院教授） で る。また、これに先立つ一八八六（明治十九）年の皇后美子 華族女学校行啓時には、最初の音楽会が催され、一八八七（明治二十）年五月の では下 た御歌が奉唱されている。下田歌子は華族女学校において、このような演奏を皇后の間近で見聞していたと推定してよいだろう。
下田歌子にとって、学校で一同が声を合わせるには、この皇后


























































































高崎正風作歌、伊澤修二作曲の「紀元節」ができ上がり広まる頃まで歌われていた （ 「紀元節の唱歌明治二十五年に作ら 」 ） 。























































































































































































































園の最初の首席保母であった「松野クララ」が、渡欧する下田をエリザベス青木に宛 て紹介する書簡も残されている。 「園歌」についての詳細は現時点で不明だが、導入されたばかりの幼稚園を開園し、当時の保母と幼児教育に重要性を認めていたことは今日的にも評価されるべきであろうし、早くもそこに幼児向けの「園歌」 を導入する下田の試みは先進的なものであったといえるだろう。
以上述べてきたように、下田の生きた時代は近代の幕開けの時








通じた下田に作詞を依頼する声は、学内学外を問わず多かったのである。近時「巌邑小学校」 「岩村高等実科女学校」 「大成国民学校」 「阿木尋常高等小学校」 「陶尋常 小 校」 「久棲 （久須見） 尋常高等小学校」 「加子母国民 などの校歌の全貌が明らかにされようともしてい おおよそ五七調・七五調で作詞される様は、先述した和魂洋才の教育方針が生かされた証明ともなっている。下田は近代化のための音楽を雅な大和言葉の詞で彩ったのである。
なお本学中学校に残され、現在も行われ衆目を集めている「メ












音楽演芸編』 洋々社、一九五四 （昭和二十九） 年。
3 
一八八六（明治十九）年三月二日から 月十日にかけて公布された帝国大学令・師範学校令・小学校令・中学校令・諸学校通則の五勅令 （単行勅 ） 。
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「小学教則」では、文法科も「当分欠ク」とされるものの、下等小学第四級～第一級、上等小学第八級～第一級とそれぞ に 例えば「暗誦ヲ主トス」とあるように、暗誦を中心として品詞と活用 変
年月日 年齢 事跡
明治 15. 5. 6 1 沢田敬之進の五男として生まれる（【履歴書】、【設立願】）
明治 30. 3. 16 北豊島郡巣鴨町仰高尋常高等小学校の高等科を卒業（【履歴書】）
明治 30. 4. 16 尋常中学郁文館に入学 3 年級まで履修（【履歴書】）
明治 33. 9. 19 東京音楽学校に入学
明治 36. 7. 22 東京音楽学校本科器楽部を卒業（【履歴書】、『東京音楽学校卒業生氏名録』（同校、大正 15 年 10 月）p. 
10）
明治 36. 9. 22 音楽科教員免許状を受ける（【履歴書】）
明治 37. 9. 23 私立大鳴学館（神田区駿河台南甲賀町 15 番地）に入学、英学・独逸学を学ぶ（【履歴書】）
明治 37.11.27 23 芝公園内日本女子美術学校で開催の恤兵大音楽会でピアノ・バイオリンを演奏（『読売新聞』同年 11
月 27・朝刊・1 面）、他の奏者は、巌本捷治・高折周一・吉住小三郎連中ら
明治 38. 4. 24 海上胤平に入門、和歌を学ぶ（【履歴書】）
明治 39. 4. 25 実践女学校より音楽科講師を嘱託される（【履歴書】）
明治 39. 9. 25 女子音楽園より教務担任を嘱託される
明治 41. 1.29 27 神田美土代町青年会館で開催の「澄月会」第 1 回演奏会に参加（『読売新聞』同年 1 月 12・朝刊・3 面、
『東京朝日新聞』同年 2 月 1日・朝刊・6 面）、他の奏者は、ノエル・ペリー 、島田英雄、多久寅ら
明治 43. 1. 29 音楽教育家の名鑑『楽のかゞみ』（松本楽器合資会社、同年 1 月 1日発行）に「東京実践女学校 沢
田孝一氏」として肖像写真が掲載される
明治 43. 3. 1 29 滝野川大字西ヶ原百三十四番地に沢田裁縫女学校の設立を東京府知事に出願（【設立願】）4 月、認可
大正 13.10.29 43 新潟県立新潟高等女学校教諭となる（同校校友会『呉竹』第 12 号（昭和 2 年 3 月）p. 219）以後、
昭和 8 年度まで在職（内閣印刷局（編）『職員録』）
昭和 2. 3.22 46 新潟県立新潟高等女学校の校友会誌『呉竹』第 12 号にベートーベンについての講演の速記「ベー
トホーヴエン」が掲載される（『同誌』）
【履歴書】；沢田孝一「履歴書」（東京都公文書館所蔵『文書類纂 学事』第 7 類・私立学校・第 3 巻（請求番号；629.C6.03）所収）
【設立願】；東京都公文書館所蔵『文書類纂 学事』第 7 類・私立学校・第 3 巻（請求番号；629.C6.03）
杉山節子氏 作製
別 表

















ason ） を招聘しており、メーソンは 「唱歌集」 （注
13） の選曲にも尽





















一九〇一（明治三十四）年「中学校令施行規則」 「高等学校令施行規則」 には、中学校の 「唱歌」 は 「唱歌ハ単音唱歌ヲ授ケ又便宜輪唱歌複音唱歌ヲ授クヘシ」 （第一章第十二条） 、高等女学校の「音楽」は「音楽ハ単音唱歌ヲ授ケ又便宜輪唱歌及複音唱歌ヲ交ヘ楽器使用法ヲ授クヘシ」 （第一章第十二条）とある（国立国会図書館デジタルコ
レクション）
17 
『 「小女」 の社会史』 勁草書房、二〇〇七年。
18 

















なお、 「読売新聞」 は 「皇后宮御製唱歌
 
左の唱歌 （ 「金剛石も」 「水ハ
うつはに」の二曲―稿者注）ハ にて今般華族女学校へ御下附相成たる由」と伝えている。 （一八八七年三月二十七日朝刊、同三月二十九日朝刊） 。
21 
宮内省雅楽局において雅楽演奏を行い、かたわら洋楽を習得。音楽取調掛御用掛、女子高等師範助教授 歴任 「君が代」の作曲にも関わった（ 『 事典』東儀信太郎他、音楽之友社、一九八九年ほか） 。
22 
































第十節グレック作 「オルフォイス」 の上演 （ 「歌劇オルフォイス演奏目次」東京音楽学校生徒有志
 
歌劇研究会） 『東京芸術大学百年史』
「音楽学校編」演奏会編。三浦環は、この公演を後にふり返り「コーラスはソプラノが…（中略）…バスの山本正夫さんと澤田孝一さんが一級上で…」と証言している（ 『三浦環「お蝶夫人」人間の記録』 、日本図書センター」 一九九七年六月。 ）
 








































































































託関係資料） には、 「備考」 として以下を記載している。 





































































































(17) 実践女子大学下田歌子記念女性総合研究所 年報 第 6 号 2020. 3
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Utako Shimoda and Music Education
KUBO Takako
During the turbulent Meiji period, the whole nation of Japan sought to westernize itself. Its modern 
education was to be built on the exploratory path of this period, which can be dubbed the modernization 
of Japan. The “Education System” promulgated in January 1872 was based on the high aspiration that 
“universities, junior high schools, and elementary schools are to be set up across the country to educate 
the whole nation regardless of the social status and gender”. In regard to music education, however, the 
plan of “singing at elementary schools and playing musical instruments at junior high schools” initiated 
as teaching subjects was subject to the provision “However, they will not be implemented for the time 
being” so that the teachers could not immediately start teaching or prepare textbooks (music scores). 
Neither was there any arrangement to provide musical instruments. In fact, Japan finally saw the dawn of 
music education when the Music Research Center (Ongaku Torishirabegakari) was established in 1879 
(Meiji 12). According to “the Prospects of the Music Research Center”, “the music education at schools 
should be unique to Japan, combining the strengths of both western and Japanese music without leaning 
on either type of music” and it was premised on the creation of “national music” suitable for the newborn 
Meiji Japan. Thus, with the promulgation of a series of school ordinances in 1886 (Meiji 19), the music 
education that combined both Japanese and Western music was also to develop, and Utako Shimoda 
would become responsible for the modern education for girls at the Peeresses’ School. 
Gagaku, which was originally the music for the ritual ceremonies of the Imperial Court during the 
Heian period, also went through significant reforms. The Japanese-Western eclectic singing education 
was also developed by this time, when the performance of western music had already become permanent 
,with the Department of Gagaku being placed under the Great Council of State in Meiji 3 (1870); “Songs 
Authorized by the Ministry of Education” (Songs to be sung at elementary schools) was published in May, 
1910(Meiji 43). Utako Shimoda wrote song lyrics herself, including “Kanko Song” and “Late Fall”, and 
most of the composers of the songs were “Reijin” (court musicians) from the Department of Gagaku. 
The songbooks of the Jissen Women’s Vocational School, the Jissen Women’s High School, and the Jissen 
Women’s Second High School are still preserved today, and we can see the levels of the singing education 
given at those schools. Such music education was also to develop widely in close connection with the 
physical education aimed at gaining fitness. 
Alongside the historical context of the reforms in music education, this paper attempts to examine 
the life of Utako Shimoda who literally lived for women’s education as she changed her career path from 
a court lady and a poet of the Imperial Palace, which went through major reforms for the first time since 
the Heian period, to a supervisor and a professor of the Peeresses’ School and experienced an inspection 
tour of Europe and the US. 
